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市街地と河川が
つながる空間が
ない

専門的な人材の
育成場所がない

地域交流の拠点、
憩いの場がない

災害時の
防災拠点がない
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（案）
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資料８

1

かわまちづくり(MIZBEｽﾃｰｼｮﾝ含む)整備
・野洲川と地域（住宅や学校）
が近く、駅や道路とのアクセス
を活かす

・市街地から堤防上への高低差を
少なくし、市街地と河川空間
との一体化に配慮

・野洲川の河川敷をスポーツ
広場やサイクルの基地として
地域交流の場とする

・水辺に触れるエリアを創出し、
自然とのふれあいの場とする

・野洲川、日野川の決壊など
大規模な被害が生じた際の
広域的な復旧資材、土の確保
基地として機能

・消防団などによる水防活動の
拠点として、災害時の隊員の
指令、出動、休息基地に活用

・隣接設置予定の高等専門学校
のフィールド研修や環境学習
に活用し、人材育成を図る

・
・

〇防災施設の設置に
よる安全・安心な
暮らしの実現

〇若者から子育て世代
を中心とした幅広い
世代の河川空間利用

〇地域活性化とにぎわ
いの拠点創出

〇技術者の育成による
地域貢献

ハード施策案
・水防センター
・スポーツパーク
（陸上競技場、テニス場、バスケ場等)
・サイクルパーク
（レンタサイクル、グラベルコース等)
・広場（水辺、芝生、多目的）
・土木技術研修場

ソフト施策案
・水防センターの日常利用
（ヤスイチターミナル、カフェ等）
・イベント開催
（水防訓練、環境学習会、休日マルシェ
等）
・地域交流、憩いの場利用
（サークル活動、ウォーキング等）
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2環境学習

水防訓練休日マルシェテニス場陸上競技場

グラベルコース サイクリング土木技術講習

A

A

計画エリア平面・横断（A-A）イメージ図かわまちづくり計画（MIZBEス
テーション含む）の策定範囲


